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令和 3 年度事業報告書（よなごエリア） 

 

１ 令和 3年度総括（成果、反省等を簡単に） 

・新型コロナウイルスの蔓延が事業所運営に大きく影響を受けた一年となったが、感染対策の

徹底、事業所間の連携体制の構築により各事業所内での感染拡大には至らず。 

・サービス提供においては、尊厳を支えるケアの確立を目標として、5 つの基本ケアの実践等

に取り組んだ。また、ICT と介護ロボットの導入を積極的に行い、会議・研修のオンライン

化、ノーリフティングケアの実践に取り組み、働きやすい職場環境づくりを推進した。 

  ・共生社会の実現に向け、地域課題に対応すべくスタートした米子市の重層的支援体制に住吉

加茂包括支援センターが参加。また、西部ろうあ仲間サロン会 2号館を拠点としたまちづく

り協議を継続。次年度以降の活動展開の足掛かりを作った。 

 

２ トピックス（新規事業、重点実施事業等（独自で実施している地域貢献活動含む）） 

1）住吉加茂包括支援センターの圏域内において、こうほうえん、養和会、みその児童福祉会が

連携し、分野を超た総合相談の窓口“なんでも相談ダイヤル”を令和 3年 9月より開設 

2）デイハウスよねはら：令和 3年 6月より 3階フロアを米原 3区自治会集会所として機能変更 

3）デイサービスセンター暖だん倶楽部：令和 4 年 1 月末でのホープタウンの閉店に伴いデイハ

ウスよねはら 1階スペースに事業所移転 

 

３ エリア目標の達成度合とその評価（戦略会議の資料等） 

 1）地域で一緒に暮らそう会での地域包括ケア体制の推進 

  1 エリア内誰に聞いても相談をつなげられる体制作り：利用につながらなかった方へのフォ

ローを課題するも、事業所間での連絡体制により受入調整に努めた 

  2 NPO西部ろうあ仲間サロン会との協同：開所に向けた準備段階から進捗状況の全体共有を継

続、今期の共同活動は未実施だったが、次期に向けた活動展開を協議した 

 2）尊厳を支えるケアの確立 

  1 互恵互助、ユマニチュード、5つの基本ケアの実践、ユニットケアの理解：各研修開催によ

り理解の浸透を図った。また、ケアの質向上を目的に、ケア効果の指標を用いた評価を継

続して行った。（誤嚥性肺炎での入院 1名、施設での褥瘡発生 11名、尿路感染症 7名、肺

炎 4名） 

 3）職場環境と効率的・効果的な業務の改善 

  1 ミモテの導入（グループホーム・アザレア特定）：実績なし 

  2 福祉用具貸与事業所の地域担当制の展開：各地域の居宅支援事業所の定期訪問を実施 

（平均訪問件数 32.6件／月、目標達成率 81.5％） 

3 ノーリフティングの定着：施設系では排泄場面以外でのリフト使用は概ね定着、グループ

ホームの居住環境での使用には課題あり 
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４ 入所系事業所（デイハウスは登録人数）の稼働率の推移（稼働率：小数点第１位） 

事業所名 定員（人） 令和 3 年度（％） 令和 2 年度（％） 令和元年度（％） 

よなご特養 74 98.0 98.6％ 99.4％ 

よなごショートステイ 10 92.9 87.6％ 88.5％ 

きんかい特養 30 98.1 98.4％ 99.7％ 

きんかいショートステイ 6 94.3 93.9％ 87.9％ 

ケアハウス 60 97.4 98.7％ 99.7％ 

アザレア特定 40 96.8 97.3％ 98.6％ 

アザレア賃貸 112室 98.6 97.4％ 95.5％ 

グループホームかみごとう 27 97.0 96.9％ 98.6％ 

グループホームかわさき 9 98.9 98.4％ 99.3% 

生活支援ハウス 20 89.8 92.9％ 97.8％ 

デイハウスよねはら 25 平均登録者数 

21.7名 

平均登録者数 22

名（88％） 

平均登録者数 21

名（84.0％） 

 

５ 各エリアの取り組み実績 

年間行事一覧 

○開苑記念式典 ○長寿を祝う集い ○物故者供養会 

○門松づくり ○もちつき ○米川沿い清掃 

○フルートコンサート ○焼き芋大会 ○かき氷 

エリア内研修状況 

○エルダー・新人発表会 ○安全衛生 ○食中毒 ○認知症  

○法令順守 ○事故発生・緊急時の対応 ○身体拘束と虐待  

○感染症 ○リスクマネジメント  ○ユニットケアについて 

○介護基準(排泄・リスク・褥瘡・骨折と表皮剥離について)  

○高齢者の健康管理と疾患 ○コミュニケーション技法について  

○看取りについて 

（研修参加者（延べ）：法人発信研修 182 名、外部研修 147 名、エ

リア内研修 195 名、各部署内研修 771 名、自主参加研修 65 名、資

格取得研修 248名） 

エリア内会議、委員

会活動 

○エリア内調整会 ○苦情解決第三者委員 

○ふれあいの橋の会 ○地域で一緒に暮らそう会 

○リスクマネジメント ○研修 ○ノーリフティング推進 

○地域貢献 ○ISO ○看護師会 ○衛生委員会 

○省エネ省資源  ○在宅会議 ○ミモテ推進 

委員会活動等の 

成果・実績・反省 

（ミモテ推進委員会） 

法人全エリア（鳥取・東京）で MIMOTEの運用開始。各エリアの

進捗状況を共有しながら推進中。 

（ノーリフティング） 

施設系ではリフト購入等にて導入達成状況は上昇しているが、



 

社会福祉法人こうほうえん 

 （4/5） 

排泄場面でのリフト使用、グループホームの居住環境での機器

使用に苦慮している現状あり。 

（リスクマネジメント） 

薬関連（特に服薬ミス・誤薬）の報告が多数あり。発生時間帯

は午前より午後、ベテラン職員の報告が多い傾向。服薬マニュ

アル順守の不徹底、確認不足、記録入力と記載ミス等が要因。

具体的改善策と継続的な意識改革を多職種協働で取り組む。 

 

６ 人財状況 

外部研修等講師派遣

実績 

○鳥取大学医学部保健学科老年看護学：高岡久雄 

○米子北高等学校看護科：安達淳 

○米子南高校：三隅智加子、宗延勇生 

○YMCA米子医療福祉専門学校：三隅智加子、岩田美幸、澤田香理 

              豊田慶子 

○介護福祉士実務者研修講師：23名 

○介護実習科講師：13名  

○福祉職員キャリアパス対応生涯研修：豊田慶子 

外部役職就任状況 

○鳥取県小規模多機能居宅連絡会 世話人 本庄研 

○鳥取大学医学部臨床准教授：高岡久雄 

○鳥取大学医学部臨床講師：野坂美保 

○鳥取看護大学臨地実習指導講師：青木歩美、堀田幸恵 

○介護認定審査会審査委員：戸田悦子、上田紀行、杉谷里佳 

小原幸照、野坂美保 

○介護福祉士実務者研修教務主任：野坂美保 

○鳥取県理学療法士連盟副会長：小原幸照 

○鳥取県リハビリテーション専門職連絡協議会（POST） 

監事：小原幸照 

○鳥取県歯科保健推進協議会委員：大濱伸也 

○学校法人藤田学院評議委員：徳岡久美子 

○鳥取福祉のまちづくり推進協議会委員：徳岡久美子 

○介護福祉士会理事：徳岡久美子 

 

７ 地域貢献実績（保育所含む） 

実習受け入れ実績 

延人数 788人 

鳥取大学医学部医学科、鳥取大学医学部保健学科 

鳥取看護大学 

境港総合技術高校、YMCA医療福祉専門学校 

介護福祉士養成実践者研修、介護福祉士養成実務者研修 

介護職員初任者研修、介護支援専門員実務研修 
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ボランティア受け入

れ実績 

延人数 26人 

個人（ピアノ演奏、環境整備） 

見学受け入れ実績 

実人数 50人 
施設見学 

地域交流活動実績 1 

実施回数 1回 

延人数 14人 

(事業所内又はこうほうえんが主催した交流事業) 

よねはら喫茶 

ボランティア・環境

活動参加実績 1 

投入人数 100人 

（清掃活動・消防団活動・地域防災活動等） 

加茂北公園花壇整備、加茂北公園清掃 

上後藤１区土手清掃、中海一斉清掃 

地域発信活動実績

（介護、看護の日、

イベント開催等） 

あいサポート公開講座 

よねはら元気会体操（場所提供） 

地域発信活動実績

(認知症サポーター養

成講座） 

加茂小学校絵本教室   参加者８４名   メイト ３名 

介護実習科            ８名   メイト ２名 

地域発信活動実績 

（講習会、講演会の主催

及び参加等） 

【フレイル予防体操】安倍・河崎出前サロン、御建ひまわり会、

浜河崎はまだんカフェ、旗ヶ崎２区サロン、旗ヶ崎３区南サロン、

旗ヶ崎３区北サロン、上後藤２区サロン、河崎新田青葉会サロン、

河崎南かわなん処、加茂メンズクラブ、河崎ダンディー倶楽部 

【講習会】西部ろうあ仲間サロン会（熱中症）、河崎新田青葉会サ

ロン（腰痛予防）、旗ヶ崎３区北サロン（認知症について） 

【認知症啓発事業（絵本教室）】：加茂小学校、義方小学校 

 


